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 本研究では、消毒液を連続的に噴霧・乾燥するスプレー試験機を試作し、この試験機を用いて繊維及び

革に消毒スプレーの噴霧・乾燥を行い、引張特性や色合いから耐久性などを評価したので、報告する。  
 

11..  ははじじめめにに  
車両の座席など洗濯洗いができない製品は衛生を保つ

ために、消毒スプレーを行うことがある。その際、スプ

レー成分が繊維や革に影響を与えれば、製品強度や色合

いなどの機能性低下の原因になる。そこで、使用頻度を

増やした際に起こるトラブルを未然に防ぎ、安全である

ことを証明するための評価方法の確立が求められる。本

研究では、消毒スプレーと乾燥を交互に連続して行うス

プレー試験機を試作し、この試験機を用いて、繊維や革

に消毒スプレーし、引張特性や色合いなどを比較したの

で、報告する。 
 

22..  実実験験方方法法  
22..11  試試験験布布とと消消毒毒液液  
 試験布は、ナイロン、ポリエステル、アクリル、アセ

テート、レーヨン、毛、絹、綿で構成された多繊交織布

((株)色染社製)やポリ塩化ビニルの合成皮革(青色とベー

ジュ)、本革(黒色とベージュ)を使用した。消毒液は、蒸

留水で希釈した濃度 0.02%と 0.1%の次亜塩素酸ナトリ

ウム水溶液を用いた。 
22..22  試試作作ししたたススププレレーー試試験験機機のの構構成成 
 スプレーと回転する試料台、乾燥用のドライヤーから

構成される消毒液噴霧用のスプレー試験機を図図 11 に示す。

試験時は、円筒形の回転試料台側面に幅 100mm、長さ

250mm の試験布を貼り付けて固定した。 
22..33  ススププレレーー試試験験のの操操作作手手順順  
 スプレー容器に消毒液を充填し、回転試料台に試験布

を取り付けた。その後、試料台を回転させながら 1 分間

に 1 回の間隔でスプレーし、その間ドライヤーで常時乾

かし続けた。この時、試験布全体に噴霧された消毒液が

浸透するようにスプレーする位置を試料台から約

100mm 離した。また、1 回のスプレーで噴霧される量は 

  
  
  
  
  
  
  
  

図図 11 スプレー試験機の構成 
 
約 13μl であったが、試験布に対する単位面積当たりの

吹き付け量は約 100ml/m2 であった。スプレー回数は、

1 日 1 回スプレーを噴霧すると 365 回で 1 年、730 回で

2 年に相当すると考えた。 
22..44  ススププレレーー後後のの評評価価方方法法 
 多繊交織布を構成する各繊維の糸引張試験は、JIS L 
1095 に準拠して行い、最大点応力および最大点ひずみを

測定した。測定対象は、ナイロン、ポリエステル、アク

リル、アセテート、レーヨン、毛、絹、綿であり、スプ

レーは次亜塩素酸ナトリウム水溶液や蒸留水を用いた。

な お 、 つ か み 具 間 距 離 は 100mm 、 試 験 速 度 は

100mm/min、試験回数は 20 回とした。 
 多繊交織布を構成する各繊維のスプレー試験前後にお

ける色汚染の等級判定を行った。測定対象は、ナイロン、

ポリエステル、アクリル、アセテート、レーヨン、毛、

絹、綿であり、蒸留水でスプレーしたものを基準にして、

次亜塩素酸ナトリウム水溶液でスプレーしたものと比較

した。等級判定は、JIS L 0805 に基づく汚染用グレース

ケールを使用し、標準光源室の中で判定員 3 名により実

施した。 
 合成皮革と本革は、分光色差計を用いて L*、a*、b*を
測定した。測定対象は各革の艶のある光沢度の高い面を
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用い、スプレー試験機を用いて濃度 0.1%の次亜塩素酸ナ

トリウム水溶液を 365 回スプレーし、その後の色差計に

よる測定値を比較した。なお、測定範囲はφ10mm、測

定回数は 10 回とした。

33.. 実実験験結結果果及及びび考考察察 
33..11 糸糸引引張張試試験験のの最最大大点点応応力力とと最最大大点点ひひずずみみ 

濃度 0.1%の次亜塩素酸ナトリウム水溶液を 730 回ス

プレーした時の多繊交織布の糸引張試験の最大点応力と

最大点ひずみを図図 22 に示す。スプレー前の最大点応力は

絹、ナイロン、ポリエステル、アクリル、綿、レーヨン、

アセテート、毛の順であり、最大点ひずみはナイロン、

アセテート、毛、レーヨン、アクリル、絹、ポリエステ

ル、綿の順であった。その後、濃度 0.1%の次亜塩素酸ナ

トリウム水溶液を 365 回スプレーすると綿、絹、レーヨ

ンの最大点応力は低下したが、最大点ひずみはバラツキ

が大きく、顕著な変化はみられなかった。また、濃度

0.02%の次亜塩素酸ナトリウムや蒸留水は 730 回スプレ

ーしても最大点応力やひずみにおける明確な変化がみら

れなかった。

図図 22 最大点応力と最大点ひずみ

33..22 色色汚汚染染のの等等級級判判定定結結果果 
多繊交織布の色汚染の等級判定結果を図図 33 に示す。ナ

イロン、ポリエステル、アクリル、アセテート、レーヨ

ン、毛、綿がいずれも 4-5 級であった。一方で、絹は濃

度 0.02%の次亜塩素酸ナトリウムを 730 回スプレーする

と 4 級、濃度 0.1%の次亜塩素酸ナトリウム水溶液を 365
回スプレーすると 2-3 級まで低下した。このことから、

絹の色合いはスプレー回数や次亜塩素酸ナトリウム水溶

液の濃度の影響により低下することが判明した。

図図 33 色汚染の等級判定結果

33..33 色色差差 
合成皮革の分光色差計による測定結果を表表 11 に示す。

合成皮革と本革のベージュは測定値に変化がなかったが、

本革の黒色は濃度 0.1%の次亜塩素酸ナトリウム水溶液

を 365 回スプレーする前後で、L*と b*が変動した。表

１の結果から、本革の黒色は暗く青みを増した色合いに

なることがわかった。

表表 11 分光測色計による測定値

44.. 結結びび 
各繊維や革に次亜塩素酸ナトリウム水溶液を消毒液と

して最大 730 回のスプレーを行い、物性値や色合いを比

較した。その結果、濃度 0.1%の消毒液を 365 回スプレ

ーした時点で特定の繊維や革への影響が確認できた。ま

た、糸引張試験では綿、絹、レーヨンの最大点応力が低

下し、色汚染の等級判結果では絹が 2-3 級まで低下し、

分光色差計による測定値では、本革の黒色が暗さと青み

が増すことがわかった。
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